
横断図 水平断面図

●PADMS-Solid（パダムス・ソリッド） ●ArcGIS
PADMS-Solidと

連動

PADMS-Solid（パダムス-ソリッド）とソフト
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カーソル



各地物の取得

道路並びに歩道縁の取得
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電柱の取得 マンホール・消火栓



電柱の図化（点群で位置確認）
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現地調査

●図化結果より不足している部分（遮蔽部など）の現地調査を行う
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MMS図化後データ
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点検測量の実施

●地形図データの精度及び品質を確認するため、点検測量を実施
●点検測量は、更新延長の５％に対して実施
●更新部をTSにより再計測し、座標値を比較
基準点（2011/9/27実施VRS・TS） +ﾀｰｹﾞｯﾄ高 MMS計測成果（レーザ点群） 較差(m) （参考）

No. 点名 X座標 Y座標 標高(H) 備考 誤差 撮影日
シーン
番号

レーザX レーザY レーザH dx dy 水平差 高低差
解析後
予測誤差

XY判定

1 Ｈ6-311Ｐ1 -113,907.595 -86,564.736 262.088既設3級基準点 9月27日 1 -113,907.556 -86,564.707 262.045 -0.039 -0.029 0.0486 0.043 0.01 1/500 S01

2 T-6P1 -114,353.455 -88,444.393 292.827既設3級放射点 9月27日 1 -114,353.436 -88,444.461 292.807 -0.019 0.068 0.0706 0.020 0.01 1/500 S01

3 H20用 3-3 P1 -115,345.495 -89,453.666 310.707既設3級基準点 9月27日 1 -115,345.431 -89,453.713 310.810 -0.064 0.047 0.0794 -0.103 0.01 1/500 S01

4 H20用 3-3 -115,353.465 -89,481.352 311.366既設3級基準点 9月27日 2 -115,353.413 -89,481.371 311.451 -0.052 0.019 0.0554 -0.085 0.01 1/500 S02
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5 T-6P2 -114,365.531 -88,474.754 292.6583級基準点放射点 9月27日 2 -114,365.494 -88,474.834 292.691 -0.037 0.080 0.0881 -0.033 0.01 1/500 S02

6 Ｈ6-311 -113,901.566 -86,608.259 262.953既設3級基準点 9月27日 2 -113,901.503 -86,608.214 262.976 -0.063 -0.045 0.0774 -0.023 0.16 1/500 S02

7 T-1P2 -114,008.588 -86,938.871 265.3373級基準点放射点 9月27日 3 -114,008.576 -86,938.841 265.341 -0.012 -0.030 0.0323 -0.004 0.01 1/500 S03

8 Ｔ-2 -113,793.697 -87,792.672 280.8953級基準点 9月27日 3 -113,793.657 -87,792.744 280.922 -0.040 0.072 0.0824 -0.027 0.02 1/500 S03

9 Ｔ-2 -113,793.697 -87,792.672 280.8953級基準点 9月27日 4 -113,793.689 -87,792.638 280.901 -0.008 -0.034 0.0349 -0.006 0.02 1/500 S04

10 T-3P1 -113,955.283 -87,970.013 281.5023級基準点放射点 9月27日 4 -113,955.210 -87,969.971 281.489 -0.073 -0.042 0.0842 0.013 0.01 1/500 S04

11 No.41920 -114,129.294 -88,286.364 285.645既設1級基準点 9月27日 5 -114,129.316 -88,286.391 285.618 0.022 0.027 0.0348 0.027 0.01 1/500 S05

12 Ｔ-5P1 -114,212.396 -88,293.401 286.6183級基準点放射点 9月27日 5 -114,212.466 -88,293.502 286.635 0.070 0.101 0.1229 -0.017 0.03 1/500 S05

13 Ｔ-4P1 -114,080.685 -88,227.952 284.0253級基準点放射点 9月27日 6 -114,080.642 -88,227.984 284.003 -0.043 0.032 0.0536 0.022 0.01 1/500 S06

14 No.41920 -114,129.294 -88,286.364 285.645既設1級基準点 9月27日 6 -114,129.276 -88,286.371 285.677 -0.018 0.007 0.0193 -0.032 0.01 1/500 S06

15 T-6P1 -114,353.455 -88,444.393 292.8273級基準点放射点 9月27日 7 -114,353.407 -88,444.377 292.818 -0.048 -0.016 0.0506 0.009 0.01 1/500 S07

16 T-9 -114,410.901 -88,699.954 274.9013級基準点 9月27日 7 -114,410.961 -88,699.950 274.906 0.060 -0.004 0.0601 -0.005 0.01 1/500 S07

17 T-7P1 -114,529.328 -88,654.408 297.6903級基準点放射点 9月27日 8 -114,529.372 -88,654.379 297.651 0.044 -0.029 0.0527 0.039 0.01 1/500 S08

18 T-8P3 -114,493.605 -88,680.961 294.7533級基準点放射点 9月27日 8 -114,493.619 -88,680.964 294.779 0.014 0.003 0.0143 -0.026 0.01 1/500 S08

19 T-10P2 -114,647.449 -88,905.513 296.6453級基準点放射点 9月27日 9 -114,647.465 -88,905.523 296.654 0.016 0.010 0.0189 -0.009 0.01 1/500 S09

20 T-11P3 -114,842.459 -89,085.777 302.7603級基準点放射点 9月27日 9 -114,842.417 -89,085.747 302.820 -0.042 -0.030 0.0516 -0.060 0.01 1/500 S09

最大値 0.1229 0.043 

-0.103 

結果、点検路線全てがレベル500精度（標準偏差25cm）を保持
作業マニュアル第18条



公共測量成果として審査完了
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まとめ

ＭＭＳを使用した地形図作成について

公共測量の実施

実施計画、技術的助言に基づく作業、成果の提出を確実に実施するこ
とで、地形図データとしての更新・利活用のサイクルが実現され精度の向
上が図れる
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ＭＭＳ計測・ＴＳ・現地補測

計測計画、計測、精度が得れない箇所の再測及び、補正（ランドマーク・
アップデート等）を計画的に行い、ＭＭＳ計測データが使用できない箇所
は、事前のＴＳ地形測量等の計画が肝心

ＭＭＳデータの精度管理

図化に使用するＭＭＳ計測データの精度管理を確実に実施する。



トンネルの内空断面図の作成（参考）

●MMS 計測で取得したレーザ点群データを、断面該当部分の範囲を抽出
●レーザデータの標高値を基にＴＩＮモデル作成
●平面横断法線をTIN モデル（地形モデル）上に投影し、ＣＡＤへ反映させ、

投影の変更によって横断図のベースを構築
●成果品として内空断面図横断図を作成
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ＴＩＮモデル作成 横断図ベース 内空断面図横断図



錦トンネル錦トンネル
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おわりに

ＭＭＳの活用と今後の課題

ＭＭＳの設計への適用

ＭＭＳ測量の現状

公共測量としての実績は十分蓄積、（国、都道府県、市町村）

相当数の自治体における道路ストック総点検の路面性状調査に活用
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ＭＭＳの設計への適用

道路概略設計から予備設計（線形等）まで対応可能

地物による遮蔽部の補備測量技術の発達（地上レーザ、ＵＡＶなど）

インフラマネージメントの効率化とＰＤＣＡサイクルの確立

３次元計測データを利用した分かりやすいデータベース

調査・維持管理計画・業務設計・施工管理へ向けたシステム化




